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１． ＭＭネットワークの概要 

 

国内周航や太平洋方面などを航行するセーリングボートなどにとって、航海のサポートシス

テムとして利用でき、極めて有効と思われる無線によるネットワークがあります。それはアマ

チュア無線の短波（ＨＦ）帯の電波を使用する歴史ある無線ＭＭネットワークの存在です。 

 

ＨＦ帯ゆえに太陽の活動周期や季節、時間により、その通信の確実性は必ずしも一定である

とはいえませんが、しかしながら、これらネットには環太平洋岸を中心として船やヨット（Ｓ

ailing Vessel Ｓ／Ｖ）の航海に興味を持つ国内外のアマチュア無線局（ＡＲＳ）のほか、海

上の外航船の乗員や航空関係の方々など、航法にともなう気象や通信の専門家やマリンエンジ

ニアの方、そして太平洋の島々に住む人々、また港や漁業、マリーナ関係の方々など、多くの

海上や陸上ハムとクルージングやレースをするヨットやボートマンハムたち（海上移動局＝メ

リタイムモービル局＝ＭＭ局）の間で、航行中の現在位置や航海状況・気象、健康などを『毎

日定時』に交信し、相互に確認し合っています。 

 

これらのネットワークを支えているコントローラーやサポートするハムの方々は、アマチュ

ア無線ゆえの無償の行為であることに間違いありません。そして先人から引き継がれたこの何

十年にもわたる毎日のネット運用と、その維持継続には、長い歴史において時代の要求値やメ

ンバーが変わって行く中にあっても、携わってきた多くの関係者の努力がなされております。 

  

もちろん電波法に基づく免許や運用法を遵守したものですが、近年、成熟化社会を迎えた日

本において、国内外へ長距離クルージングに出かけられるセーラーが多くなったことや、無線

機やアンテナシステムの技術の向上と共に、機器自体も小型化し安価になり、以前より艇体へ

のセッティングが容易になった事などの他に、比較的身近にアマチュア無線の海上移動局免許

を申請取得でき、シンプルでローコストな通信手段として長い間、皆に親しまれてきている中、

最近においてまた、機器を搭載しネットに参加（チェックイン）するセーラーが増えています。 

 

 セーラーにも多くのハムがいます。通常、近距離において１４４や４３０ＭＨＺのＶＨＦや

ＵＨＦを各水域の仲間同士で使用しているようですが、ＨＦ帯にはスケールの大きな世界があ

ります。ＨＦの無線機があれば太平洋をゆくセールボートとの交信をワッチしてみるのも参考

になると思います。時には楽しい航海の雰囲気を心安らぐ言葉に乗せ、また時にはネット上に

緊張感あふれる言葉のやりとりの展開など、特に将来ロングクルージングを計画しておられれ

ば、その航海の実態を知る上で、さらに興味あるものでしょう。 
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 世界にはアマチュア無線の７、１４、２１ＭＨＺを中心に“カリビアン”ネットや“パシフ

ィクシーファーラズ”また“パシフィクメリタイムモービルサービス”ネット等のように、世

界の各海域に同じような ＭＭサポートネットワークが数多く存在します。代表的なものでは、

上記のシーファーラズネットも含む三つのアメリカのネットワークが、各々、朝、昼、晩の異

なる時間帯で１４ＭＨＺの同じ周波数を使い、大西洋、太平洋海域を含めヨートレプやＵＳコ

ーストガードともリレーションを取りながら、大規模に運用している“１４．３００ＮＥＴ”

などのＭＭネットグループもありますが、ここでは日本のアマチュア無線のライセンス上から

も国内や海外からも多くの方々がチェックイン可能で、日本から運用されている２１ＭＨＺ帯

のＭＭネットを紹介します。（後述のＷＥＢ覧参照。） 

 

法的に遵守されている局であればチェックインする事はいつでも可能ですが、ネットは限ら

れた時間の中で仕事を持つ方も含め、多くの局が参加して行われていますので、お互い手短な

会話で節度ある交信を心がけなければなりません。そしてその背景（後述にあるように、アマ

チュア無線局であって業務無線局ではなく、その本質は無線を通じての技術研鑚と自己の訓練

であり、交信における運用の楽しみを中心としたもの。）を、充分理解して参加する事が必要で

す。特に初めてチェックインしようとする方におかれては、しばらくの間、交信の内容を聞か

れることをお薦めします。何日かワッチすれば、その運用しているやり方や内容がわかるはず

です。 

 

 そして、経験ある国内外のクルージングセーラーや、海やヨット好きの多くの陸上ハムと出

会えることにより、もし、ご自分が航海をする立場になった時、心強い良き友人として協力し

て戴けるでしょう。たとえばアンテナやラジオリグのセッティング技術などの相談や、艇体や

セーリングリグ、エンジン、またはラジオリグのトラブル対応、低気圧等の気象情報、国内、

海外も含む入港情報や現地情報、家族への情況報告など、それら多くの体験機会を得た方々も

おられます。 

 

 

２． 最近のＭＭネットについて 

 

皆さんもご存知のように昔から帆船の長期航海は、日々、平穏な航海は少なく、現代のヨッ

トの航海においても、その実態は本質的にあまり変わらないと思われ、大なり小なり何らかの

トラブルは抱えて航海していると思ってよいでしょう。しかしながら、多くの艇長はそれに対

処する知恵や経験と勇気。そして現代では無線や衛星電話、インターネット経由などで得る情

報を持ってそれらのトラブルに判断対処し、航海を続けておられることは、ネットを通じ直接

交信を聞く我々も、その置かれた情況下で、さまざまに発揮するセーラーハム達の対応力と共

に、それを克服してゆく努力について敬服してやみません。 

  

特に最近はＭＭネットの運用実態が、従来からの電波の上だけで終わる一過性のものだけで

なく、現在ではインターネットでＭＭネットのホームページが開設されて、そのＷＥＢ上でＭ

Ｍ局からのレポートによる航行位置が表示されているほか、ＳＶ側からの確認や依頼事項、航

海中のトラブル発生とその対処状況、そして、それらの経緯などが、毎日オープンな情報とし
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て記載されております。その事はネットへ参加する多くの方々が、各々のＳＶのおかれた情況

を継続的に把握し、ネットを通じて安全航行を見守るための情報共有と相互の意識向上、そし

て、それは結果的に万一の際には、当局への迅速な初期初動への正確さにもつながっていると

思われます。 

 

また、それにより、他の航海者への指針ともなる情報共有化が ＷＥＢ掲示板（ＢＢＳ）上で

図られ、欧米に比べ日本では、まだまだ参考事例の少ないＳＶの長期航海について、先人の後

に続く多くのセーラーからは、有益な記載事例（データ）として学ばれ、将来において『安全

な長距離クルージング』の一助もなることを理解下されば、その情報を出す側も受ける側もア

マチュア無線のＤＸクラスターと類するように、皆が役立つ情報として、ＷＥＢ上で記載され

る意味合いを理解戴けるものと思います。 

  

それゆえ、情報を受け取るだけでなく皆さんからも発信し、積極的参加をも、お願いするも

のです。このようにＷＥＢマスターＪＡ１ＩＤＱ沼田氏制作による、ＭＭネットのＷＥＢサイ

ト出現は画期的で、今まで以上に長距離航海の実態が解り易いものになってきており、国内外

のＭＭ局などの無線交信レポートを把握する以外、世界の海を行くＳＶの位置や、リアルタイ

ムに世界海域での風向風力が分かる予報サイトなど、他のさまざまな情報の入手もインターネ

ットサイトを通じて、より早く可能になったことで、このＯＮ・ＡＩＲとＯＮ・ＬＩＮＥのＭ

Ｍネットのコラボレーションサイトは、今後も更にたくさんの方の利用がなされる事と思いま

す。 

 

 

３． ＭＭネットの本質について 

 

 しかしながら実際、初めてこのような無線のネットに声を出すのは誰でも躊躇するものです。

現在チェックインされている多くの方々も最初は同じと思います。また、一度交信したら毎日

声を出すのが億劫で煩わしさも感じるなど、受け止め方は様々と思われますが、負担にならぬ

ように個々人の考えと時間の範囲で参加されれば宜しいかと思います。 

 

そこには、長期航海中の生活のリズムづくり、単純に気軽に話し相手が必要な時、またラジ

オを通して行く先々の海域や国で日本艇や海外艇も含む、多くの志を同じくする友人との出会

いや、さまざまな海域情報の取得。そして、現在ではアマチュア無線周波数とインターネット

接続による、洋上、陸上の双方向へパソコンでの文字通信（ Win link ＷＥＢ覧参照）などの

手法も含めれば、ＭＭネットへの参加は、さらに確実性が増したコミュニケーションの手段と

して広く考えられます。 

 

もちろんアマチュア無線自体が、もともと肩の張らない趣味仲間の世界のことですから、交

信自体を楽しみと感じる方も多くおられることでしょう。現在では長距離航海をする多くの

方々は、通信の手段としてクローズドコンタクトの携帯電話やサテライト電話を持つ方が増え

ていますが、無線ラジオはオープンコンタクトの特徴を生かして、ネットの定時交信以外も、

航海中のコミュニケーション手段として、もっと楽しく幅広く活用して欲しいものです。海外
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のヨッティー達は、今日では世界七つの海をゆく何千隻ものクルージングヨットとの仲間作り

や、その情報等の取得に、これらハムラジオのネットによる船間のコンタクトをも、とても重

視しています。 

 

そして、ここで理解いただきたいのは、これらＭＭネットの運用に携わるＨＡＭの方々の世

界的にも共通な考え方としては、『船で航海するアマチュア無線の友人』としてネットを通し、

コミュニケーションが図られた上で、遠く離れた声だけの相手に対する立場への理解と共に、

その友情が成り立っており、その友人が何か困っている場合は、出来る限り手を差し伸べるの

が当然であると、多くの無線仲間は思っているものです。 

 

それゆえ、これら会話という人間関係の構築無しに、緊急の時だけ声を掛ければ良いとの考

えのもとで、突然、どこにいるのか、また、見も聞きも知らぬＳＶから、その大体が一方的と

も思うトラブルなどへの急な要求や依頼に対して、業務無線局のように事務的に対応をする事

については、ネットを支援する多くの方が交信を躊躇するのは、皆さんにも理解して戴けると

思います。このように、コミュニケーションを第一義としている、これらネットの背景や有益

性が理解いただけたらなら、どうぞ気軽にマイクを握ってみて下さい。『よろしく。』と声を出

せば、電波と共にそこからあなたを友人としてサポートしようとする、たくさんの仲間との友

好の輪が広がることでしょう。 

 

 Any station anywhere, Do we have checking in for this MM net?  We are always welcome． 

 

 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

日本から運用している Maritime mobile support network の紹介 

 

４． アマチュア無線による日本のＭＭネットワークについて 

 

＊ 『シーガルネット』ＳＧＮ （１９８０年、北海道のヨット『シーガル号』の太平洋周

航をサポートしたのが始まりです。） 

周波数: ２１．３８２ＭＨＺ（±５ＫＨＺ）ＵＳＢ  

スタート時間: 毎日ＪＳＴ ０７：００より（ＵＴＣ ２２：００）  

現在のネットコントローラー: ＪＨ８ＸＩＺ 原田さん（ＹＬ/ＯＰ）  

ＱＴＨ: 北海道北見より、 ＡＮＴ ５ＥＬ・ＹＡＧＩ 

 

＊ 『オケラネット』ＯＫＮ  （１９７５年、関東のヨット『オケラ号』の太平洋横断レー

スをサポートしたのが始まりです。） 

周波数: ２１．４３７ＭＨＺ（±５ＫＨＺ）ＵＳＢ  

スタート時間: 毎日ＪＳＴ １２：２０より（ＵＴＣ ０３：２０）  

現在のネットコントローラー: ＪＤ１ＢＢＨ 山田さん（ＹＬ/ＯＰ）  

ＱＴＨ: 小笠原父島より、 ＡＮＴ ５ＥＬ・ＹＡＧＩ 
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Welcome to checking in our JA’s MM network，and please go-ahead your navigation report. 

 

 

ＭＭネットの運用内容とチェックイン（参加）の仕方 

  

ここで運用前に注意して戴きたいのは、海外へ出国するアマチュア無線（ＡＲ）の海上移動

局（ＭＭ局）の場合、公海を航行し、入国しようとする国の国際法上の領海や領有権は、大国

のみならず小さな南の島の各国にもあり、その多くの国々は『領海を１２ＮＭ』と定めていま

す。すなわち、到着（入国）してからは、緊急時以外、原則的にその国の主権がおよぶ範囲内

から電波を出すことは出来ません。（国際ＶＨＦは別）運用する為にはあらためて、その国の監

督庁に対して無線運用への許可が必要です。以前より、海外から運用する一般のアマチュア無

線局は周知の事実ですが、ＭＭから無線局運用をする上でも国際法上、基本的事項ですので、

充分ご確認下さい。 

 

しかし、アメリカなど日本とアマチュア無線の相互運用協定を結んでいる、いくつかの国々

では、それに適応する日本の免許（３級～１級）を取得しており。かつ海外運用ルールに沿っ

たものであれば、外国の岸壁につながれた自分のヨットからでも運用は可能です。（後述の１３

項の運用とライセンスを参考。）それゆえ、上記のライセンス範囲やアメリカ等の国の例に当て

はまらなく、諸外国へ入国している事が明確なＭＭ局に対し、ＮＥＴ側からの呼びかけは、原

則的になされていませんので承知おき下さい。ただし、入出港予定をＮＥＴに通知し、尚かつ、

入港もしくは出港しているのかしていないのか。伝播や海象条件などで領海内外の判断がしづ

らい時には、ＮＥＴからは恒常的にならない範囲で、その推測される日々のみ、ＳＶの安否確

認を前提として、○○海域（シーエリア）もしくは○○付近（ニアバイ or ローカル）にいるも

のとして、コールする事もあります。 

 

最近は、ネットＢＢＳ上には都度、外国入国艇の『アライバル・リスト』が掲示されていま

す。交信できる状態か、否かの判断の参考にして下さい。日本と相互運用協定がある国におい

て、又はその局の免許運用範囲から、到着後も無申請のうえ現地から運用可能で、先方からチ

ェックイン、また、こちらからコールが可能な局については、リストにはその時点で判断し易

いように＠が表示されています。＠のない局をコールする際は注意下さい。また外国に入国し

た場合、『無事着いた、何日いる。』『楽しくやっている、誰と会った。』『何日に、どこ向け出港

予定。』等の、滞在状況をＮＥＴ宛にお知らせ戴ける際は、基本的に、Ｅメールやサテライトホ

ーン等でＷＥＢマスターかコントローラーあて、お送り下さい。ラジオレポートでなく『ＩＮ

ＦＯＲＭＡＴＩＯＮ（情報）』ということでＷＥＢサイトのＢＢＳに記載されます。 

 

 

５． ＭＭネットの実際運用について 

 

 さて、各ネットには交信（ＱＳＯ）を整理するキー局のネットコントローラー（ＮＣ）がい

ます。コントローラーのリードで進行されます。各ネットの運用方法は各ＮＣの素晴らしい個

性により、おのおの雰囲気が違いますが、全体の要領はおおよそ次ぎの通りです。 
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＊ 約４０～５０分前後運用されています。最初にＮＣはネットのスタートをコールして、電

波伝搬状態を確認する意味も含めて、主要なアシスタントＮＣ（プリンシパル・リレース

テーション）数局を確認します。それが終わるとすべての局を対象として至急の交信（ア

ージェント・トラフィク）もしくは至急の情報を受け付けます。そして特になければ、最

初に海上のＭＭ局からコールしてゆき、そのチェックインが終了後、サポートして下さる

陸上局（ショアーステーション）のコールに移ってゆくのが通常です。また陸上局であっ

ても、急ぎの用事のある局は早期に受け付けています。 

 

＊ 多くの局が参加しますので、全局とも周波数は必ずキー局に完全に合わせて下さい（ゼロ

イン）。注意したいのは自分の無線機の周波数表示は、必ずしも完全には合っていないこと

があります。特に無線機のＲＩＴがＯＮの場合は必ず切って下さい。また、電源をＯＮし

たばかりの時は周波数が変動する事もあります。リグの表示数字ではなくＮＣの声の音質

を基準に同調させて下さい。周波数がズレているとＮＣからは「こちらに合わせて下さい。」

と依頼してきます。また、そう感じる時は、強く聞こえる局に尋ねて下さい。「少し上、少

し下。」などと、教えてくれるでしょう。 

 

＊ 各ネットの運用周波数の後ろに±５ＫＨＺとあるのは、そのＮＥＴの運用周波数が無線コ

ンテストなどで、ネット関連以外の局がすでに使用していたり、すぐそばに強力な他の局

が先に運用し混信（ＱＲＭ）を強く受けたり与えるような場合、アマチュア無線は通常運

用では同じ周波数を固定し、長期に独占排他的に使用する事はできないルールであり。ま

た、さらには妨害波（ジャミングやインターフェアランス）等が続いている時などは、標

記の通り、ＮＥＴ運用周波数はプラス側かマイナス側に５ＫＨＺの範囲内で移動して行な

う事もあります。との表示です。（時にはＱＲＭを避ける為、それ以上の範囲もあります。） 

 

＊ 通常、伝播状態がＮＣより見て良い時は、おおかたのＭＭ局のチェックインが済んだ頃、

ビームアンテナを回転させながら、おおよそ、九州、四国、中国、関西、関東、東北、北

海道のエリアの順でロールコールして、陸上局のチェックインを受け付けてゆきます。そ

して特にこのＭＭネットの特徴は、都合がつかない場合は別ですが、各局は時間が許す限

り待機（スタンバイ or ワッチ）してもらい、他の局が取れない時は中継のアシストを戴き

たく、ネットワーク機能維持への協力を皆さんにお願いしております。ＮＣからは都度、

「時間があれば待機・ワッチ（スタンバイ）をよろしく。」とのアナウスがあるのは、その

ためです。 

 

＊ ＮＣから電波伝搬が良好でない場所（スキップオーバー）などがあり、チェックインする

全ての局を確認できない時は、国内外の数局のアシスタントＮＣや各地の陸上局より、当

日のチェックインを確認してゆきます。中継（ＱＳＰ）によるリレー交信となります。時

にはアメリカ、ハワイやオーストラリアなどの海外局や、洋上の大型船舶等のＭＭ局、ま

たはその日チェックインしている余裕あるヨットのＭＭ局にも、時によりＮＣは伝播状況

を判断して突然、「そちらから全局に声を掛けて下さい。」とネットアシストへのリクエス

トもありますので、航海中において電源や海象、操船条件など余裕があれば、快く応じて
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声を出してみて下さい。 

 

＊ 例えば「ただ今、○○ネットを運用中です。コントローラーの信号が取れない局はこちら

にコール下さい。中継します。どちらからでもチェックインして下さい。こちらはＪＡ１

○○○／ＭＭ ＳＶ・○○です。サイパン島近海からです。どうぞ。」このような簡単な呼

びかけで良いので数回お願いします。また、それに対して応答があればコールサインと相

手が送ってきた情報をそのまま反復（リピート）下されば、聴いている多くの局が、貴局

のリピートでチェックインして来た局とその内容を確認でき、参加する多くの局からその

中継（リレー）に感謝される事でしょう。このような呼びかけはＭＭ局のみならず、伝播

状態と時間の許す限り多くの陸上局からも同様なことで、皆でネット運用に参加して支え

ていると云う連携意識を共有するものです。 

 

＊ また他の局も、ＮＣとの伝播が悪くても、それらの局からの呼びかけが聞こえた時には、

皆さんも遠慮なくチェックインして下さい。また、ＮＣなどを呼ぶ弱いＭＭ局が他の局に

は聞こえなく、貴局だけが聞こえているような時は「誰かが呼んでいます。こちらで取れ

ます。」など、声を掛けて戴き積極的なリレーを、お願いします。 

 

＊ このようにネットは多くの参加局のワッチとリレーで成り立っています。それゆえ、ＭＭ

局はいつでもチェックイン可能です。上記のように、もしＮＣが聞こえなくても、特に強

く入感している局に呼びかけ、（『ブレーク』と１度、声を掛け交信に割って入る。）自分の

レポートをＮＣ宛に中継して貰うことはいつでも可能です。また、ほとんどの局が船内ノ

イズなどで聞こえないような場合でも、ＭＭ局から一方的にレポートを数回にわたり送信

して下さい。待機、ワッチしている数局が受信できている時もあります。 

 

＊ ご存知のように、電波によるネット運用はワールドワイドですので、チェックインする海

外局の多くは英語で話してきますが、ＪＡ局は日本語でのやり取りで何の問題もありませ

ん。しかし、もし海外局から名指しのコールや質問などがあった場合、英語が不慣れであ

れば「だれか通訳下さい」と依頼すれば、ＮＥＴにはＮＣを含め比較的多く英語を話す国

内局もいますので、あまり不便はないでしょう。 

 

＊ もちろん、それがチャンスであれば将来、海外へのクルーズにおいて入国の際、国際ＶＨ

Ｆで各国のポートコントロールとのアプローチ・コンタクトで使う、英会話のトレーニン

グがてらに、積極的に対応してみて下さい。同じ航海目的地に向かう艇と道中を同じくし

たり、太平洋の真ん中で位置を確認しながらジャストミートしたり、立ち寄る外国の島々

に友人ができる事も過去からも多くあります。 

 

＊ このネットの更なる特徴は、基本的に限られた時間の中でＭＭ局との交信が最優先になり

ます。一般のアマチュア無線のフレンドリーネットと雰囲気が違うように感じるのは、Ｍ

Ｍ局からのコールがあれば、一般陸上局からの交信要求（コール）や、もしくは交信途中

であってもＮＣやアシスト局は、ＭＭ局を優先し、交信中の局に対しても『待機（スタン

バイ）下さい。』との依頼が必ずあります。特に初めて声を掛ける一般局においては、その
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ような時、短い受け答えとともに、自分のコールや交信を中断された不快感や違和感を覚

えるかもしれませんが、ＭＭ局との交信を主目的とする運用の特徴ですので、決して誤解

の無いようにして下さい。 

 

＊ 特に、これから初めてＮＥＴをコールする陸上一般局においては、当日チェックインする

であろうＭＭ局への交信対応が一段落してから、先にも申したように、ＮＣやアシスタン

トＮＣはエリア順に （ｅｘ．南の６エリアから北の８エリア）陸上局をコールしてゆきま

すので、タイミングを見て自分のエリアの時にコールするか、もしくは『オールエリア、

エニーステーション、初めての局もどうぞ。』との呼び掛けに、『初めてです、よろしく。』

とコールして下さればチェックインはスムーズでしょう。 

 

 

６． 定時交信レポート等の送信について 

 

＊ 基本的なＭＭ局との交信内容は、互いの識別符号（コールサイン）と名前（オペレーター

ネーム）（海外局とはハンドル＝ニックネームでもＯＫです。）双方の信号強度（５９など

シグナルレポート）を交換します。その後、艇名（ボートネーム）、 特に初めてのチェッ

クインの場合は艇の大きさ、係留地（ホームポート）、もしくは出港場所や乗員数（ＰＯＢ）

等と共に、目的地等を告げています。 

 

＊ そして、相手の受信状態（送られた信号強度）を把握して、充分話しをすることが出来る

状態か、また何回も繰り返す方が良いのか（リピート）、手短に終わる方がよいのかを判断

します。また、それでも相手に正確に伝えたい時は、Ａアルファーや朝日のア等の（フォ

ネティックコード）を使い、繰り返しをして確認し合います。その後、貴局からの主要な

航行レポートや気象レポートを送ります。 

 

＊ 通常のアマチュア無線交信のように、このネットではラジオリグやアンテナの紹介、ＱＳ

Ｌカードの交換などの会話は、運用時間の都合上、普段あまり行なわれていませんが、そ

れらが必要であれば比較的時間に余裕がある時に話をしてみて下さい。ネットの皆さんも、

どんな艇に乗られているのか、どんなＡＮＴやリグを使用しているのか、きっと興味をお

持ちですので、ゆっくり話をして戴けると思います。 

 

＊ 特にＭＭ局からの航行レポートや気象レポートは、下記のように基本となる『重要事項順』

の送出手順が一般的に使用されます。（世界的にもＳＶを対象とする通信で使用されていま

す。） 

〔◆この送出手順に従った「通信レポート用紙」（サンプル）は下記の緑色タグをクリック、

ダウンロードし、印刷して、ご利用下さい。  

 

             

 

    航海の情報（Navigation repot）として・・・ 

http://www.okeranet.com/mmnet_form.pdf
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① 自艇の現在位置の緯度（Lat.）と経度（Long.）が最優先です。ポジションレポートは

通常、度、（Deg.） 分、(Minute.)までの数値。その他、補助的にラフロケーション

（ｅｘ．○○島の南○○NM 付近、もしくは日付変更線、緯度○○度で東○○NM 付近等）

での注釈表現もあります。これは受け手とっても役に立つ説明で、ビームアンテナを

使用している多くの局も、すぐに、おおよその方角にアジャストできるからです。 

② 艇の針路（Deg.）と艇速（Kts） 風向（Direc.）と風速（Kts） 波高（M）  

視程距離（NM） 視程（Visibility）については特に霧中時に告げています。 

（参考：ＳＶの場合、風向・風力・波高はセーリング航行のファクターと考えられ航

海情報として扱われています。） 

 

気象の情報（Weather report）として・・・・ 

③ 天気（下記参考） 気温（Deg.C）  気圧（Hpa） 湿度（Perc.％） 水温（Deg.C） 

(参考：ＪＡのＭＭネットでは電信交信のなごりで、天気については下記の表示を使っ

ています。) 

Ｂ  晴天（Blue sky）  ＢＣ  晴れ（Blue sky and cloud）  Ｃ 曇り（Cloudy） 

ＯＣ 全天雲（Overcast）   Ｒ  雨（Rain）  Ｆ 霧（Fog）等です。 

（参考：海外ＮＥＴでは雲量率（％）や、３時間ごとの±ｈＰａ値等の気圧傾向

(Tendency)を使用している事もあります。 

 

その他の情報（Other report）として・・・・ 

④ 乗員の健康、艇体など異常の有無。( Everything Ok・異常なし等) その他、艇の航

行状態（ With Motor や Main・Jib Setting 又は Have to や drifting 等）もよく使

われる情報です。 

⑤ 目的地（港名）と、その残航距離（ Distance of remain は NM）や到着予定時間

（ Estimated time of arrival ＥＴＡは、ＬＣＴかＪＳＴか）もしくは、２４時間に

航行した距離（ Day running は NM）等も告げています。 

⑥ 航行上、危険や奇異に感じるような事象（不審船との遭遇、航路ブイ等の変位、船舶

や氷塊との接触や異常接近、大型浮遊漂流物や大量のオイルの目撃、大型落下物等の

目撃、また大型動物との接触、海底火山による海水変色等のまれな自然現象、ｅｔｃ）

等がある場合は、すぐその時点でポジションと時間を確認下さり、ネット上で情報と

してお知らせ下さい。貴重な情報として受け付け、必要な場合は当局への情報としま

す。 

⑦ その後、ＮＥＴへの連絡事項などがあれば送ります。また特に自分のサポート局や交

信したい特定局、もしくは他局への伝えたい、または貰いたい情報等があれば、その

時点でＮＣに伝え中継してもらいます。 

⑧ また入国時における、ポートコントロールとの国際ＶＨＦでのやり取り、そして国々

によって微妙に異なる入国制度による手続方法や書類そして許可条項、カスタム・ク

アランティン・イミグレーション（Ｃ．Ｑ．Ｉ）等の慣習など、訪れたセーラーが対

処経験した「これは？と思われる。」事例があれば、お持ちのブログ航海日誌などに、

ご紹介下さったものを、ＮＥＴのＢＢＳか、ＷＥＢマスターかコントローラー宛、Ｅ

メールでお知らせ頂ければ、今後に続くセーラーへの貴重な参考データとして紹介で



 10 / 21 

 

きるでしょう。 

 

 

 以上、ＭＭ局からのレポートの概要です。なかでも航海や気象レポート等のデーリー

な交信内容に関しては、なるべくチェックインする前に整理しておけばスムーズでしょ

う。また、良好な電離層伝播や海面反射はあっても、送信出力が小さく、シンプルな垂直

系のアンテナの使用が多いＭＭ局の信号は、陸上局の大型ＡＮＴと違い、いつもそんなに

強くはありません。レポートの正確さを期するために、特に主要な①～③の項目について

は、ＭＭ局から『２回の反復（リピート）』を必ずお願いします。 

 

また、なぜ送出順や呼称を重視するのかは、電波伝播が悪く弱い信号時に、どのＭＭ局

も同じパターンと同じ単位呼称で送出してくるほうが、受手にとって次ぎに何を送ってく

るのか判断しやすく、情報が正確になることと、国際化と共に海外ＳＶのチェックインも

増えてきており、海外ＭＭネット送出順との共通化に対処することにもあります。スムー

ズなネット運用に、ご協力下さるようお願いします。 

  

(上記レポート送出順や、親しい局のコールサイン、ＪＡＭＭネットの運用時間と周波数

等を記入、もしくはコピーしたものを、チャートテーブルそばの航海日誌（ＬＯＧ）や無

線機と共に置かれる事をお薦めします。)  

 

 

＊ 上記のレポート送出順は世界の多くのＭＭネット運用についても大体共通なものです。諸

外国のネットにチェックインする際にも、各国のＮＣも、おおむね上記の順に聞いてきま

すので準備下さい。しかしながら、ＭＭ局からのレポートは、その時々の電波伝播や、お

かれた航行状況で一部項目をはぶく事もあります。特に荒天などの悪海象やバッテリー等

の電源容量の不足、またはラジオリグやアンテナのトラブルなど、問題がある時はレポー

トの主要部分のみを送り、簡潔に運用しているのも現実です。  

 

＊ ご存知のように、電波伝搬は、大きなレンジで見ると太陽活動の周期に伴い、ボトムから

上昇しピーク、そしてボトムまで 1１年を１ソーラサイクルとして変化しており、そのた

め年々、伝播状態は変化して行きます。ネット運用はさらに季節や時間差でコンディショ

ンの良否もありますので、上記のモーニングネットの“シーガル・ＳＧＮ”もしくはアフ

タヌーンネットの“オケラ・ ＯＫＮ”等、二つの『ＪＡＭＭネット』の、どちらにもチェ

ックイン可能であって、また都度、使い分けすることは全く問題ありません。そうしてい

るＭＭ局も多く、これらネット間においても、相互に各艇の動向が情報交換されています。 

 

＊ 海外への長距離航海の場合、この２１ＭＨＺの電波伝播のさらなる特徴ですが、基本的に

太陽が当たっている地域への伝播が中心です。（地球上のデイライトゾーンと電波伝搬を確

認できるＷＥＢサイトもあります。）日本からオーストラリアへの航行などは、地球を縦に

移動する場合、比較的伝播は安定しフォローは容易ですが、太平洋横断など日本からアメ

リカ等へ移動する際は、当然、地球を横に動くことにより、時間と日照は変化しますので、
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航行の海域に合わせリレーできる局の応援をもらいながら、また季節と時間に合わせＮＣ

は、各アシスタント局と共同で交信をコントロールしています。最近は、電波の伝播状況

を予想する日本の宇宙天気予報（ＮＩＣＴ）やＶＯＡの伝播研究に基づく、海外のＷＥＢ

サイトも数多くあり、一昔前より格段に日々のコンディションを把握し易くなってきてい

ますので、後述のＷＥＢ一覧を参考にして下さい。 

 

 

７． 陸上局やサポート局について 

 

＊ 陸上局（ショアーステーション）の存在はとても重要です。ＭＭネットの運用は、ＮＣや

一部のリレーステーションだけでは成り立ちません。この無線のリレーネットワーク機能

が発揮できるのは、毎日いつも貴重な時間をさいてワッチ・サポートして頂ける、多くの

陸上局の支援と協力があるからで、それは海や船やヨット、そしてアマチュア無線をこよ

なく愛する多くの皆さんに支えられているのを、我々は忘れてはいけません。 

 

＊ それら陸上局が送るレポートの内容は、シグナルレポートの他、地名（ＱＴＨ）、天気、気

温、湿度、風向風力、気圧や波高などと共に、ＮＣからみると大変参考になる各地からの

電波伝播状況、（ｅｘ. 南方もしくは東の局のシグナルが強い。今、６エリアと８エリアが

繋がっている。ＱＳＢやローカルノイズが強い。）などや、そのほか地域陸上局からは、時々

の簡単なオリジナルコメントなどが主なものです。(ｅｘ. 桜前線が来て桜が咲いた。台風

の影響が出始めた等。) なかでも海岸付近のローカル局の気象や海象概況は、近くを航行

する国内ＭＭ局からは参考になる情報です。また陸上局はリレーする際、受信した内容の

正確さも重要です。不確かの場合はすぐ再確認することは全く問題ありませんので、その

後、ＮＣなどにＱＳＰして下さい。１～２回のリレーを経ていると、内容が大きく異なる

場合もありますので注意が必要です。 

 

＊ 海外に向け航海をするＭＭ局は、特定のサポート局（特定ＳＶの航海を応援する、懇意に

している国内の友人のＨＡＭ。）がフォローしていることが多くあり、その艇と個々の周波

数でスケジュールタイムを組んでおられるようです。それゆえ、これから海外への航海を

計画するＭＭ局の友人の中に、設備は大きくなくとも、きちんとした無線設備を持ってい

るＨＡＭがおられれば、専属のサポート局（応援団）としてネットやＷＥＢのＢＢＳに参

加して戴くほうがベターです。ＨＡＭは比較的高いボランティア精神を持たれている方が

多く、海外に出るＭＭ局は、そんな無線仲間を持っていらっしゃる方々も多くみられます。 

 

＊ むろん、応援サポート局は各ネットにチェックインする事は全く問題ありません。ネット

側も事前に連絡を受けている時は、優先的にサポート局にマイクを廻し、交信をしてもら

っています。一局でフォローするより多数局のネットで対応することの方が効果的なのは、

ＨＡＭであれば誰でも理解しています。また、ＮＣは他からリレーされた該当するＭＭ局

への情報を、なるべく関連する、そのサポート局に集まるように配慮しています。また先

のふたつのＭＭネットは、過去ネットに携わった多くのサポート局などが残って、強固な

リレーション（ネットワーク）が出来あがっているのも事実です。特に最近は航行するＳ
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ＶをフォローするＷＥＢツールとして、グーグルアースを航跡フォローツールとして使う

サポート局が増えていますので、是非、皆さんも習熟され利用してみて下さい。 

 

＊ 近年、多くの国内外のＳＶが太平洋等を行き来している時代、更に、これらＭＭネットの

安定したリレーネットワークを築く上にも、このネットの運用や活動に理解があり、賛同

していただける環太平洋岸に住まわれる、多くの国内、海外在住のアマチュア無線局（Ａ

ＲＳ）にもＮＥＴへの参加を呼びかけています。そして陸上局やＭＭ局の皆さんも、海外

の国々に寄港しＳＶの友人や海外ハムの友人がいたら、是非これらのＪＡのＭＭネットを

紹介して下さい。特に日本に向かう海外艇においては有益な情報源となるでしょう。各ネ

ットはいつでも歓迎です。 

 

 

８． ＭＭネットでの緊急対応について 

 

＊ 現在では船舶の航行上において、事態最悪の場合はイーパブからの遭難信号により船舶の

位置は全世界的に確認されます。そのような中であっても、このＭＭネットの最大の特徴

は、いくら仲間同士のアマチュア無線交信でも、相手であるＭＭ局は大海をゆく小さなＳ

Ｖも多く、時にはトラブルに遭遇し、難儀している事態を見過ごす事が出来ないものもあ

ることについて、少なくともラジオ上で、そのフォローが出来ることです。 

 

＊ 例えばＮＥＴ運用中にＭＭ局からの至急な要請（アージェント）や、重大なトラブルなど

の緊急事態（エマジェンシー）が発生したら、その艇のサポート局や他のリレーできる局

とＮＣを中心に交信し、その他全局は原則的にワッチし、スタンバイ（待機）しますが、

他の数局は伝播コンディションが悪い時は交信をリレーしたり、トラブル内容に対してア

ドヴァイスを行なったりして、ＮＣなどをサポートするのが通常です。 

 

＊ 特に緊急時には、送信する方も受信する方も落ち着きある通話と共に、①正確な現在位置

（度、分、秒まで。）と、航行もしくはドリフト方向 ②緊急事態の内容（艇体の浸水・火

災等） ③海況情況と航行状態や乗員数等、④どんな手助けが必要か等、何を確認するの

か正確さが必要です。そして、ネットが終了しても難儀するＭＭ局の事態対応時間が必要

であれば、例えばその後、１～２時間ごとに交信スケジュールを決め、暫くの間、ネット

周波数上で特定局がフォローすることもあります。 

 

＊ また、事態が悪化して当事者のＭＭ局が直接、関係当局（ＪＣＧなど）へ連絡できないよ

うな情況下の場合、（イーパブが無い、または作動しない、その他の通信手段が無い等）そ

の時点で緊急事態の通報と説明はネットの陸上局を通じても当局へ連絡可能ですが、それ

を行なうかどうか、相手のＳＶ当事者からの救助依頼の確認が重要です。また、交信をし

ていてその後、事態が急変し通信不可能となり、遭難等が予想され、救助依頼や捜索の必

要性がある情況下の艇に対して行なうＪＣＧ当局への通報について、ネット局は交信上に

おける情況説明はできても、当事者の所属団体や親族等から当局への直接捜索依頼が必要

ですので、相互確認をすることが必要です。 
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＊ そして上記以外、国際的な船舶遭難信号や緊急信号の発信「メーデー、メーデー、メーデ

ー（３回）＝遭難信号」や「パン、パン、パン、（３回）＝緊急信号」をＭＭネット上でも

し、受信した際は、その内容を確実に把握し、関係当局等（ＪＣＧ）に至急通報（１１８

番）する事が求められています。またこの通報は直接交信した当該の相手局でなくても、

リレー先が明確な、各局間の中継（ＱＳＰ）による「メーデーリレー」でも可能です。 

 

＊ ここで理解が必要ですが、緊急事態で救助要請し、当局救助船や当局の依頼で付近を航行

する救助船（大型本船）が来た際には、現場の情況にもよりますが、悪海象下においては

小型艇を曳航する事が極めて難しく、船長判断において人命を優先し、ヨット等はアバン

ダン（船体放棄）を指示されるケースも多いと云われています。あらかじめこれら外洋に

おいてレスキューを受ける際への認識も必要です。 

 

 

９． ＭＭネットにおけるクロージングについて 

 

＊ 通常ネットには複数のＭＭ局も次の交信のため待機していますので、緊急時以外は長話を

避けるため途中で特定の局と長く、もしくは至急交信したい場合はＮＣを通じて声を掛け

（ブレーク）、運用中のネット周波数は避けて５～１０ＫＨＺ前後離れた指定周波数を指示

し（ｅｘ．ＱＳＹして下さい、１０ＫＨＺダウンもしくはアップ）そこに移動して相手と

交信しています。ネットが終了する頃、「各局間の連絡をどうぞ。」と、ＮＣからアナウス

もされますので簡単な連絡があればここで話をします。これから航海予定の艇や、海外局

のエントリーなどのインフォメーションもここで連絡されます。 

 

＊ また、航海中、チェックインしていたＭＭ局から目的の国が視認（ランドフォール・ＬＦ

＝領海、および入国が近い）され、入港し、航海が一区切りつく場合、そして暫く艇を離

れるような時、もしくは航海が終了しようとする時は、暫く無線運用を停止（ＱＲＴ）す

る旨を、事前にネットに告げています。特に外国の港に入港した際、くりかえしますが、

ＨＡＭラジオは国際法である領海１２海里に伴い、使用が制限されることもありますので、

注意して下さい。この連絡は入港後においてはメールかサテライトフォーンにて受け付け

ます。 

 

＊ そして、最後にネット運用は、ＮＣやアシスタント局から全局に対し、ファイナルコール

とクロージングアナウスがなされ、その日のネットは終了されます。もちろんクローズ後

の交信は、その周波数上でも各局自由です。通常、アフターネット・セッションなどと云

われて、多くの局が声を掛け合い、楽しいおしゃべりも始まります。電波伝播コンディシ

ョンの良い時など、電源バッテリーには注意しながら、ＭＭ局の皆さんからも積極的に声

を掛けて、(コールやブレークしながら)なるべくたくさんの局と交信してみて下さい。も

ちろん陸上局からもどうぞ。すぐに多くの友人が出来ることでしょう。 

 

＊ 短波帯（ＨＦ）ですので、いつも使用周波数の電波伝播の状態（コンディション）が一定
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で、完璧とはいえませんので、情況が悪い時にはネットは早めに終わる場合もあります。

しかしながら、一部の局は、バックアップ・フリケンシーとして１４ＭＨＺ等の交信可能

な周波数に移動（ＱＳＹ）して、当日の情報について掲示板等へのＬＯＧ記載担当者（ス

クライブ）と、その日の交信内容を確認している時もあります。 

 

＊ このようにネット運用は一見複雑なように見えても、実際は、それほど難しいものではあ

りませんので是非トライしてみては如何でしょうか。不可解な事があればＮＣなどの主要

局に、いつでも聞いてください。一度チェックインしてレポートを送り交信すると、不思

議と無線の会話には慣れるものです。「習うより、慣れる」ことが必要です。最初は慌てず

ゆっくり、また、お互いに信号が弱いと思う時は反復(リピート)して伝えて下さい。そし

て送信の都度に「了解ですか、どうぞ。」として確認下さればより明確です。 

 

Many thanks for the checking in to this net, and we wish you fair wind. Will see 

you at next time. 

 

 

１０． ネットへの事前情報について 

  

長距離航海に出かける前、既に航海計画書等を作成されておられると思いますが、できれば

当事者のＭＭ局か、もしくは仲間のサポート局から「航海の概要」など、内容をオープンにで

きるものだけでも、事前にネットホームページ掲示板上（ＢＢＳ）に投稿し簡潔に紹介下さる

か、もしくはＷＥＢマスターかネットコントローラー宛、緊急時の連絡電話番号や住所、メー

ルアドレス等を、メールかＦＡＸ・電話でお知らせ下されば幸いです。特に乗員数や艇の大き

さ、ＡＮＴの種類、サテライトホーンの有無、または、紹介可能であれば本人や自艇の写真、

またブログアドレス等、いくつかの項目はフォローする艇に対しての親しみや、以降のネット

運用に大きく参考になるものもあります。 

 

 また、過去のネット運用の経緯や、プレジャーボート等のレスキュー事例から万一の場合、

当局機関から必ず下記情報の類を求められます。個人情報もからむ事ですので、すべて連絡を

いただけないまでも、緊急時の対応が後手にならないように、できれば、連絡のつく御自宅等

には必ず確認しておいて下さる方がよろしいと思われます。 

①艇名とホームポート ②出発地と目的地 ③航行予定期間と食料と水の搭載日数 ④ キ

ャプテン名と乗員数および名前 ⑤艇のビルダーと長さと幅、喫水およびトン数 ⑥艇体リグ

形状（スループ等） ⑦艇体と船底カラー ⑧ドジャーの有無とカラー ⑨エンジンメーカー

と型式、馬力と搭載燃料量 ⑩イーパブ認識ナンバー ⑪ＨＦラジオコールサインとオペレータ

ー名 ⑫ＨＦラジオリグ機種とアンテナ種類 ⑬国際マリンＶＨＦ（固定機かハンディ）とア

ンテナ形状 ⑭サテライトホーンの有無と番号 ⑮自宅等の緊急連絡先の電話番号などです。 

 

 

１１． 無線システムのセッティングについて 

 



 15 / 21 

 

 技術的なことですが、ＭＭ局の無線システムについては、長距離航海に出かける前、実際に

遠くの局や近くの局など、何局かと交信してみて、送信の信号強度や受信明瞭度など相互のレ

ポートを交換し、艇の無線機やアンテナの状態を航海前に把握することは非常に大事なことで

す。せっかく無線機を搭載しても、出港後、受信時の船内ノイズやＡＮＴセットの不具合など

による送信時の高周波回り込み（大きくは二つでトラブルの６割以上を占める）等で、その機

能を充分発揮できないＭＭ局も過去多くあります。はるか洋上でアドヴァイスを受けるより、

陸上で適確に対処していたほうが賢明です。お近くにそのような方がおられない場合は、ＮＥ

Ｔメンバーにメールや電話で気軽に尋ねて下さい。アドヴァイスは可能と思われます。 

   

ＳＶへのラジオシステムのセットは、通常のアマチュア無線陸上局の環境条件と少々異なり

ます。是非、出港前にＭＭ局へのラジオセットに経験ある方と確認を充分にして下さい。過去

よりラジオシステムをセティング見聞きしてきた中において、ポイントさえ押さえれば、だい

たいのトラブルは解決できると思われますので、皆さんも根気よく対処して下さい。ＳＶへの

アマチュア無線機器セッティングの技術については、オケラネットホームページ表紙にある技

術マニュアル、『ヨットへのＡＮＴと無線システム・セッティング解説書。ＪＡ１ＴＫＡ小谷氏

著』を是非、参考にして下さい。 

 

それに関連して、このところ自艇にセットする最適な無線機（トランシーバー）やアンテナ

の機種についての問い合わせを戴きます。無線機については１２Ｖバッテリー（１００Ｖ仕様

機種ではＤＣ・ＡＣインバータを使うためノイズで不向き）で動作する堅牢、コンパクト、シ

ンプルでポピュラーな機種の方が、何か問題があった時、取り扱いのアドヴァイスをネットで

受ける時にも、利用者が多くおり何かと便利です。ＨＦトランシーバーは、最近は新品でも安

価なものもあり、また中古等もネットオークションや、販売店に良いものも多く出回っていま

すので調べてみて下さい。そして、もし初めてならば購入前に、アマチュア無線の経験がある

方に相談することをお薦めします。 

 

またアンテナについてはメーカー既製品で、ＲＦグラウンドが無くても手軽にセットできる

モノバンドＡＮＴ。バックステーと外部オートＡＮＴチューナ（ＡＴＵ）の組み合わせや、自

作のＦＲＰの 1/4λ ホイップに、艇体における高周波のＲＦグラウンドをセットする方法のＡ

ＮＴ。予備ＡＮＴとしてハリヤードなどで手軽に上げられるワイヤーＡＮＴ。そして使用状況

の多いＦＡＸ受信との兼用法。などの多くの選択肢がありますが、艇体への設置については、

各々タイプ別にセッティングのポイントがありますので確認して下さい。 

 

 

１２． 多くある無線システムのトラブルについて 

 

そしてまた、トラブル対応例としては、受信時の干渉ノイズ、また送信時の原因となるマス

トやステー、シュラウド、トッピング等のＡＮＴ設置環境における金属干渉からの回避法。そ

のほか航海機器への送信電波（高周波）の回り込みによる誤動作対処法や、無線機やＡＮＴの

電気回線接続部（コネクターやナット等）の防水や振動への対策。何日か続く低気圧の中、毛

布も水を含むほど濡れる高湿度艇内での、電子機器への結露対策など、これらもさまざまです。 
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特に最近は各種電子航海計器、オートパイロット、無線ラジオ、電動ウインチ類は云うに及

ばず。パソコン、冷蔵庫、電子レンジ、ＶＴＲやテレビ、さらにその他の家電製品を使用する

事が多くなった航海において、ＤＣ・ＡＣインバータ使用に伴う無線機が受けるノイズ対策や、

夜間航海後の朝方に多い航海灯や航海機器使用によるバッテリー電圧ドロップ対策。また上記

に述べたように最近多発している防滴性が無い無線機やパソコン、もしくはインバータ自体の

結露によるプロテクトへの対処として、小型１２Ｖドライヤーで乾燥させる応急処置も有効で

す。また、最悪のケースを想定して、事前にサテライトホーンやパソコンだけは、前もって１

２Ｖが直接使える変換ツー ルの準備をすることも、過去の事例から必要な事と思います。 

 

その中でも、無線受信時に『ノイズで何も聞こえない。』という以前からある一番多いラジオ

トラブル事例に対しては、先に述べたメインのインバータノイズが最も多いケースですが、そ

れ以外、動作中のオートパイロットモーターなどの機器からも多くあり得ます。インバータ以

外のノイズ発生源が解らない場合には一度、受信状態の無線機以外の機器をすべて切り、その

後、一つ一つ使用機器のスイッチを入れてゆき、そのノイズ源を確認する手法も単純ですが効

果があります。そして、その後、原因が判れば複数のフェライトコア（磁性体）などの装着に

よりノイズを止めるのが一般的ですが、これでも判らない時の対応として無線交信時間のみ、

その他の機器を止め ＧＰＳやオートパイロットだけ作動させ、無線機の電源は直接単独にＤＣ

を確保し運用するような事もあり、対応方法はいくつか考えられます。 

 

近年では長期航海に出かける艇は平均的に４００アンペア前後と大幅に電源容量（バッテリ

ー個数）が増えたのに伴い、関連するチャージシステムとしてのエンジンオルタネータ以外、

無風時でも日照さえあればチャージ可能なソーラパネル、風さえあれば夜や曇天、霧でもチャ

ージする小型のウインドエレクトリックコージェネレーターや、最近では小型の水力発電機な

ど、長期のセーリングで使用する機器についても、事前に無線機やすべての機器を動作させな

がら、できればノイズの無いハーバーの外で（大型の電動クレーンがありフローティングポン

ツーンなどにヨットやボートが数多く係留しており、サプライヤーポストに陸電等のケーブル

が敷設されているマリーナ内は、ノイズが多く一般的にテストに不向き。）、受信音や送信状態

を確認しておく方が、以後ベストな無線運用には役立つでしょう。コンディションの良い時な

ど、ネット終了後、時間のありそうな参加局に協力をいただき、テストに立ち会ってもらう事

も可能ですので、気軽に声を掛けてみて下さい。 

 

 

１３． ＭＭ局のライセンスと運用について 

 

アマチュア無線のライセンスについての質問も最近よくあります。４級の局免許運用範囲内

において、特に海上移動局の申請がされており、運用周波数に２１ＭＨＺ帯の記載があり、免

許有効期限内であれば国内および公海上においてのＭＭ運用には問題ありませんが、海外クル

ージングにおいて、日本とアマチュア無線の相互運用協定を締結しているアメリカ等の国であ

れば、入国審査後もハーバーに停泊する自分のＭＭ局から、その国への運用申請無くして引き

続きＨＦにも出ることができ、送信出力も５０Ｗを出せる『３級局免許』を、事前に取得して
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おく事をお薦めします。多くのＭＭ局フォローの経験上、海上からの１０Ｗより５０Ｗで運用

する信号の強さは、明確に違います。 

 

３級は現在、電信の聴取試験はなくなり、電信の問題は単に選択式になっていますので、現

在、４級を持っていれば１日の短期養成講習で、ほとんどの方が３級免許を取得可能のようで

す。ハードルはそれほど高くありませんので是非、チャレンジされて下さい。また、長期航海

中に免許が失効してしまうことも、あり得ますので無線以外、他の免許や検査証等も含め充分

注意下さい。（失効した場合、無線運用は出来ません。それが確認されている時は、ＮＥＴ側か

らも呼びかけられません。最近はインターネットにより総務省の無線局検索ＷＥＢサイトで、

同時に電子申請も可能です。また遠隔地からも更新が可能です。） 

 

先にも述べましたが、訪れた外国から無線運用しようとする時、その国と日本においてアマ

チュア無線の相互運用協定が締結されており、その上、その国の監督庁に対し、都度、無線運

用許可の申請を不要としているアメリカ、オーストラリア、ニュージランド、フランスなどの

国々もあります。（通常外国で運用するには、その国へ運用許可の申請が必要。）例えばアメリ

カの場合は本国以外、一般入国が許可されている（自然保護地区などで上陸が許可されていな

い島等は、不可。）自治領のグアム、サイパン、アメリカンサモア、プエルトリコ等についても

同等ですが、オーストラリア、ニュージランドやフランスは本国のみ適用です。（オーストラリ

アやフランスはアメリカと若干、協定制度の規定が異なるため注意。） 

 

アメリカの場合、自分のコールサインの前にアメリカの地域ナンバーの付いたプリフィック

スをつけ（ｅｘ．グアムＫＨ２、サイパンＫＨ０、ハワイＫＨ６、カリホルニア州Ｗ６、ワシ

ントン州Ｗ７、ｅｔｃ．）運用場所を告げます。例えば、ＫＨ６／ＪＡ自局コールサイン・ＭＭ 

in  Honolulu  Hawaii と、アナウスすることをアメリカ当局より求められています。（／記号

はスラッシュ又はストローク等と発声。）詳しくは日本アマチュア無線連盟（ＪＡＲＬ）のホー

ムページ「海外運用」を参考にして下さい。 

 

ただここで、上記の運用協定でも４級免許では外国からのＨＦ運用について、多くの国では

認められていません。またアメリカでは日本のクラブ局コールサインについても同様です。こ

れとは逆にアメリカやオーストラリア、ニュージランドなどの海外ＭＭ局が日本に来た場合、

上記のような申請不要の制度は、日本において現在はありませんので、総務省に申請手続が必

要です。ただし、後述のゲストオペレーター制度における範囲内であれば、日本においても海

外局の運用は可能です。 

 

それは長くネットにＩＮしていた海外ＭＭ局、もしくはネットで親しくなった外国の局が日

本に来られて、自艇や自宅等に遊びに来た場合、日本と前記の相互運用協定を結んでいる国の

ＨＡＭであれば、貴局が許可されている免許の範囲内において行なう『ゲストオペレーター制

度』により、貴方の無線機から友人が運用する事は可能です。但しゲストからの呼称は、次の

ものとなります。例えば、ＪＡ局コールサイン／Guest  Operator ＫＨ６○○ 等のコールサイ

ン送出が必要です。 詳しくはＪＡＲＬホームページのゲストオペレーター制度を確認下さい。 
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アマチュア無線のルールは少し複雑ですが、無線運用ルールの遵守があってのＭＭネットで

すので御理解下さい。もし、ＭＭ局より目的地の外国から「私の免許で、その国で運用できる

か出来ないか。」運用規定等が解らない場合は、ネットの主要メンバーに遠慮なくお尋ねくださ

い。上記内容の範囲で、お伝えできると思います。また海外から来られる諸外国の長距離セー

ラーの多くのハムも、驚くほど無線ラジオの国際的知識を持っています。また特にラジオオペ

レーターとしてＭＭネットに声を出すのは、同乗する女性が多いのも特徴です。 

 

 

１４． ＭＭネットが何故続いているのか 

 

最近では海外へ長期航海をしながら、衛星電話やインターネット通信ツールを使い、世界中、

どこにいても、ほぼ連絡できるような時代です。また、個々人のブログやホームページを開設

し、その体験された現地の情況写真と伴に 航海日誌を開示しているクルージングセーラーも多

くおられます。それを読みながら、同時にその世界を共有でき、セーラーの様々な実体験を即

座に学べることは素晴らしい時代となりました。 

 

しかしながら、国内クルーズのＳＶや海外を目指す太平洋上のセーラーたちが、ネットコン

トローラー（ＮＣ）を中心に、国内陸上局や海外局、さらには外航の本船など、多くの人々と

同時刻に電波で互いの声を確認し、コミュニケーションを図り情報などを交換しあうことは、

正にこれらのネットワークがメリタイムモービル・サポートネット（海上移動局の支援情報通

信網）と呼ばれ、長い間、我が国のみならず、多くの国のハムにより長年維持されている由縁

でもあると思えます。 

 

そして、互いにＨＡＭ仲間であることゆえの無線運用は、大海を航海しながら、ともすれば

ＭＭ局の置かれた厳しい情況の中、単調で孤独になりがちなセーラーＨＡＭと航海情況などの

やりとりを通じ、それを理解し支援する人達の間で生まれる共通の連帯感と共に、はるか遠く

離れた地より、海ゆく人を励まし、案じたりする人々の心の思いが新たな人間交流を生み出し、

ワールドワイドな電波と云う媒体によってつながる空の上で、日常の携帯電話や衛星電話とは

違い、ネットコントローラーの軽快な会話と、たくみなリレー交信と供にオープンでフレンド

リーな無線交信によるコミュニケーションの楽しさや素晴らしさを、参加するこれらのＭＭネ

ットから知って戴けると思います。 

 

このようなＪＡのＭＭネットの歴史において、アマチュア無線とヨット等との通信の関係

は、近年、さらに結びつきが深くなり、国交省のつかさどる小型船舶安全検査（船検）にお

いて、沿海域以上を航行する小型船は船舶安全法上、一般通信設備が義務付けされるに至り、

アマチュア無線はその対象でもある一般通信設備のひとつと認められています。したがって、

その運用における通信内容は、総務省当局においてもアマチュア無線を使用した通信目的の

範囲内と、理解、確認されております。 

 

そして、実際に無線運用の場所としての実態は、アマチュア無線の愛好家が行なう、これら

の『ＪＡのＭＭネット周波数』が、何十年にもわたり毎日、休みの無い『ネットワーク通信機
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能』として存在し、今日まで維持継続されているのは事実です。また、さらに最近は、ＷＥＢ

サイトの導入に伴い対外的にも周知化した、無線技術や無線運用マニュアルの整備により、適

正な運用への共通認識が図られ、合わせて情報の速さと適確性、そして広い告知度においてＭ

Ｍネットの社会性ある一面が、いやがうえにもクローズアップされ認識された事でした。 

 

このように、ＭＭネットに関わり合いある行政等の過去の経緯や、この運用に興味を持ち様々

な方面からワッチするリスナー局やＷＥＢ視聴者など、携わる幅広い多くの方々の存在も含め、

それらの背景を理解しながら、この運用目的の明確なＭＭネットに参加した場合、一般のアマ

チュア無線仲間のフレンドリーネットとは少し異なり、気象や海事用語などを使った会話、そ

して、時には洋上から緊張感ある交信の雰囲気なども感じられる事により、現在でも多くのハ

ムの興味がこれらのネットに集まっているのだと思われます。 

 

それゆえ、今後とも多くの人々からこれらの活動に、より良き理解を得る為にも、長年運用

してきたアマチュア無線家方々の、尊くも大いなるボランティア精神と共に、参加する我々自

身もＭＭネット無線運用への正しい知識と解釈を持ち、そして引き続き幅広く、この活動への

理解を高めてゆく努力をすることで将来に亘り、ＪＡのＭＭネットが、世界の『メリタイムモ

ービル・海ゆくハム』にとって、貴重なコミュニケーションの場として、末永く継承されてゆ

く事を願うものです。  

 

Thank you for the stopping by everyone, You have a good sailing, and We hope to see 

you soon on the MM network. 

 

Best 73’s  de JH1LSA ex jh2uzb  Sumitaka“Taka”Honma  from Yokosuka Sajima 

 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

｛ 参 考 ＷＥＢ ｝ 

1. オケラネットについて （Ｂｙ ウエッブマスターＪＡ１ＩＤＱ） 

www.okeranet.com 

2. パシフィクシーファーラーズネットについて（ＰＳＮ・１４ＭＨＺ） 

www.pacseanet.com/ 

3. パシフィクメリタイムモービルサービスネットについて（ＰＭＭＳＮ・２１ＭＨＺ） 

http://www.pmmsn.net/ 

4. 世界のＭＭネットワークリストについて（ワールドセーリングＷＩＫＩ） 

http://www.cruiserswiki.org/wiki/World_MM_Nets 

5. 世界のヨッティー達の情報ページについて（パンゴリン） 

http://www.pangolin.co.nz/index.php 

http://www.okeranet.com/
http://www.pacseanet.com/
http://www.pmmsn.net/
http://www.cruiserswiki.org/wiki/World_MM_Nets
http://www.pangolin.co.nz/index.php
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6. 世界の海のボートポジションについて（ヨートレップ） 

http://www.pangolin.co.nz/yotreps/reporter_list.php 

7. 世界の海の船舶ポジションについて（セイルクス） 

http://www.sailwx.info/shiptrack/shiplocations.phtml 

8. 世界の港に出入する船舶の確認と動向について（ＡＩＳ／マリントラフィックコム） 

http://www.marinetraffic.com/ais/jp/default.aspx?level0=100 

9. 世界の海のアマチュア無線ＭＭ局（ＡＰＲＳ含む）の動向について（インターマーＮＥＴ） 

http://www.intermar-yachttrack.de/yachtList.php 

10. 世界のクルージングヨットのブログアドレス（コミュニティー）について（セイルブログ） 

http://www.sailblogs.com/ 

11. 長距離懇話会のグーグルグループ・フォーラム（長距離航海大集合） 

https://groups.google.com/forum/?hl=ja&fromgroups#!forum/ldva 

12. 世界の海の天気図について(ノア・オーシャンプレディクションセンター) 

http://www.opc.ncep.noaa.gov/Pac_tab.shtml 

13. 世界のトロピカルストームサーチと現況気象データ（ＣＩＭＳＳ） 

http://tropic.ssec.wisc.edu/ 

14. 世界の海のウェザーフォーキャストについて（アメリカ海軍気象情報センター） 

https://www.fnmoc.navy.mil/public/ 

15. 世界の海域ウェザーフォーキャスト登録制フリーウエアー（プレデックトウインド）

http://www.predictwind.com/ 

16. 世界の海の登録制ウェザーフォーキャストについて（ユーグリッブ・ＵＧＲＩＢ） 

http://www.grib.us/ 

17. セーリング用に特化した世界海域の気象情報について（パッセージウェザーコム） 

http://passageweather.com/ 

18. 気象庁船舶向け天気図（ＪＭＨスケジュール） 

http://www.jma.go.jp/jmh/jmhmenu.html 

19. 日本各地の灯台（岬）の風の概況について（全国船舶気象情報） 

http://www6.kaiho.mlit.go.jp/kanazawa/kisyou/nihon_weather_map/nihon_weather_ma

p.htm 

20. 海上保安庁ＪＣＧホームページ（航行警報・海流情報・ＭＩＣＳ情報等） 

http://www.kaiho.mlit.go.jp/ 

21. アマチュア無線によるＭＭ局用Ｅメールシステムついて（ウインリンク２０００） 

http://www.winlink.org/ 

22. 太陽活動と電波伝搬の予報について（宇宙天気予報センター・ＮＩＣＴ） 

http://swc.nict.go.jp/contents/index.php 

23. 世界各地への電波伝搬の予想について（ＶＯＡＣＡＰ） 

http://www.voacap.com/prediction.html 

24. 世界各地からのアマチュア無線局の入感状況ついて（ＤＸクラスター・ＤＸＳＣＡＰＥ） 

http://www.dxscape.com/index.html 

25. 世界のアマチュア無線局約１２５万局のコールサインデータについて（ＱＲＺドットコム） 

http://www.qrz.com 

http://www.pangolin.co.nz/yotreps/reporter_list.php
http://www.sailwx.info/shiptrack/shiplocations.phtml
http://www.marinetraffic.com/ais/jp/default.aspx?level0=100
http://www.intermar-yachttrack.de/yachtList.php
http://www.sailblogs.com/
https://groups.google.com/forum/?hl=ja&fromgroups%23!forum/ldva
http://www.opc.ncep.noaa.gov/Pac_tab.shtml
http://tropic.ssec.wisc.edu/
https://www.fnmoc.navy.mil/public/
http://www.predictwind.com/
http://www.grib.us/
http://passageweather.com/
http://www.jma.go.jp/jmh/jmhmenu.html
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/kanazawa/kisyou/nihon_weather_map/nihon_weather_map.htm
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/kanazawa/kisyou/nihon_weather_map/nihon_weather_map.htm
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
http://www.winlink.org/
http://swc.nict.go.jp/contents/index.php
http://www.voacap.com/prediction.html
http://www.dxscape.com/index.html
http://www.qrz.com/
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26. 総務省アマチュア無線局コールサイン検索サイト及び電子申請サイトについて 

http://www.tele.soumu.go.jp/j/musen/index.htm 

27. 日本アマチュア無線連連盟（ＪＡＲＬ） 

http://www.jarl.or.jp/ 
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